
　

い
つ
も
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
応
援
し
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
昨
年

度
よ
り
落
ち
着
き
、
活
動
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
学
生
交
流
大
会
で
は
、
準
優
勝
と
い
う
悔
し
い

結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め

に
、

今
年
度
は
、
「H

a
r
d

 W
o

r
k

」
を
チ
ー
ム
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
大
学
日
本
一
を
目
標
に
日
々
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

４
位
で
大
会
を
終
え
、
私
た
ち
が
望
ん
で
い
た
結
果
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
悔
し
さ
を
無
駄
に
せ

ず
、

来
年
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
１
人
で
も
多
く
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
、
目
標
を
高
く
持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
ま
す
。

　

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
皆
さ
ま
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
声
援
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

立正大学ラグビー部 監督

堀越正己

陣内源斗

立正大学ラグビー部女子

ヘッドコーチ

小松大祐

立正大学ラグビー部 
　　　　　　　　　　　男子主将

　

立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長
の
清
水
海
隆

（
社
会
福
祉

学
部
）で
ご
ざ
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
現
在
、
部
長
と

宮
崎
善
幸
副
部
長

（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
）
の
２
名
体

制
の
下
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
に
よ
り
、
立
正
大
学
に

お
け
る
部
員
の
生
活
全
般
お
よ
び
学
習
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
後
援
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
す
で
に
皆
様
に
は
十
二
分
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
通
り
、
男
子
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年   

月
の
１
部

２
部
入
替
戦
に
勝
利
し
、
８
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
の
１
部
復
帰
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援

・
ご
声

援
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
に

入
っ
て
か
ら
は
、
春
の
関
東
大
学
春
季
交
流
大
会
に
お
い

て
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
２
位
と
い
う
結
果
を
残
し
、
秋
の
大
会
で

の
活
躍
を
予
感
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
女
子
も
順
調
な
滑
り
出
し
を
得
て
お
り
、
先
日
の

第
９
回
大
学
女
子
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
で
は
４
位
と
い
う
成
績
を
収
め
て
お
り
、
ま
た
７
月

　

 

・   

日
行
わ
れ
た　
　

人
制
の
日
本
代
表
対
南
ア
フ
リ
カ

代
表
戦
に
は
在
学
生

・
卒
業
生
を
合
わ
せ
、
多
く
の
者
が

招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
な
か
な
か
終
息

を
迎
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
大
学
の
授
業
は
４
月
よ
り
教
室
に

お
け
る
対
面
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
直
近
で
は

倍
々
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
感
染
者
増
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
感
染
予
防
に
注
意
し
、
部
員
の
体
調
管
理
に
留

意
し
つ
つ
、
学
生
の
指
導
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
後

援
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
学
生
ラ
グ
ビ
ー
の
健
全
な
継
承

の
た
め
に
、
今
後
と
も
本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
動
に
一
層
の

ご
支
援

・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

令
和
３
年
度
よ
り
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
後
援
会
の
運

営
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
藤
沢
裕
文
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
ラ
グ
ビ
ー
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
生
の
時
で
し
た
。

当
時
は
ル
ー
ル
も
分
か
ら
ず
に
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

た
だ
ひ
た
す
ら
に
楕
円
球
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
【
耐
え
て
勝
つ
】
を
３
年
間
信
じ
続
け
て
掴
ん
だ
憧
れ
の
花

園
、
今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
渦
が
未
だ
続
く
中
、
国
民
全
体
が
困
窮
し
て
お
り
、

ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代
へ
と
変
化
を
強

い
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
の

は
「
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
男
子
１
部
リ
ー
グ
昇
格
！
」
の

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
こ
こ
数
年
は
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
の
２

部
残
留
が
続
い
て
お
り
、
無
念
の
気
持
ち
が
続
い
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
性
を
発
揮
し
見
事

に
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
功
績
は
感
動
さ
え
覚
え
ま
し

た
。
改
め
て
１
部
昇
格
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
で
日
本
中
が
盛
り
上

が
り
、
こ
の
熊
谷
市
に
お
い
て
も
数
多
く
の
外
国
人
観
光
客

や
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
街
全
体
が
ラ
グ
ビ
ー
一
色
に

染
ま
っ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
ラ
グ
ビ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
方
も
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
〝 

に
わ
か
フ
ァ
ン 

〟
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
日

本
代
表
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
埼
玉
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
が

ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
で
初
代
王
者
に
輝
く
な

ど
、
ラ
グ
ビ
ー
を
話
題
と
し
た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
ラ
グ
ビ
ー

タ
ウ
ン
熊
谷
の
一
市
民
と
し
て
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
熊
谷
の
新
た
な
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
へ
向
け

て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会
と
行
政
と
の
融
合
で
ま
ち
の
活

性
化
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
動
し
て
い
る

中
、
い
か
に
し
て
観
戦
客
を
呼
び
込
む
か
、
い
か
に
し
て
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
街
の
活
性
化
に
繋
げ
る
か
、
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
を
観
戦
し
て

も
ら
い
、
に
わ
か
フ
ァ
ン
か
ら
真
の
フ
ァ
ン
へ
と
導
け
る
よ
う

後
援
会
の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
更
な
る
飛
躍
、
関
係

者
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、
選
手
の
皆
様
と
そ
の
ご

家
族
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
も
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
ご
支
援
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
８
年
ぶ
り
の
１
部
昇
格
を
果
た
し
、
後
援
会
の

皆
様
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
チ
ー

ム
一
同
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
季
も
「
主
体
性
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
置
き
、
意
識
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
勉
強

会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
目
標
と
す
る
大
学
選
手
権
出

場
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
中
で
も
下
級
生
の
成
長
は
チ
ー
ム
力
の
底
上
げ
を
図
る

た
め
に
も
必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
チ
ー
ム

全
員
の
力
を
結
集
し
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い「
僅
差
で
勝
つ
」
ラ

グ
ビ
ー
を
お
見
せ
出
来
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
秋

本
番
を
待
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
今
季
も
変

わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
女
子
へ
の
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
「H

a
r
d

 W
o

r
k

」
と
「B

r
e

a
k

t
h

r
o

u
g

h

」
を
テ
ー
マ
に
、

選
手
た
ち
は
主
体
性
を
も
っ
て
、
日
々
厳
し
い
練
習
で
も
言
い
訳

を
せ
ず
着
実
に
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月        

日
で
行
わ
れ
た
大
学
女
子
７
人
制
交
流
大
会
で

は
、
惜
し
く
も
４
位
と
い
う
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
場
で

き
る
部
員
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
各
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

や
り
き
り
、
現
段
階
で
持
て
る
力
の
全
て
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
会
に
向
け
た
女
子   

人

制
代
表
候
補
合
宿
に
は
３
名
の
部
員
が
選
出
さ
れ
、
チ
ー
ム
を

代
表
し
て
戦
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
活
動
を
継
続
で
き
、
部
員
が
日
々
成
長
で
き
て

お
り
ま
す
の
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
は
じ
め
、
私
た

ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
全
て
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ

る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
サ
ポ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松井渓南

立正大学ラグビー部 
　　　　　　　　　　　女子主将

　

日
頃
よ
り
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
応
援
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
無
事
春
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
弊
部
は
、
昨
年
度
の
末
に
念
願
の
１
部
リ
ー

グ
昇
格
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
大

学
選
手
権
出
場
」
と
い
う
、

更
な
る
高
み
を
目
指
し

日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
春
シ
ー
ズ
ン
は
、
春

季
大
会
や
立
正
大
学　

 

周
年
記
念
試
合
を
通
じ
、

弊

部
の
ゲ
ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
前
に
出
る
攻
守
」
の
体

現
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。
ま
た
、

春
に
明
確
に
な
っ
た
チ
ー
ム
の
課
題
を
修
正
し
、
本
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

目
標

で
あ
る
大
学
選
手
権
出
場
を
果
た
す
た
め
、
一
戦
必
勝

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

令和 ４ 年８月発行

藤
沢
裕
文
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２００,０００ ２００,０００ 　　　　　　　０

令和３年度

１．後援会会員数

２．後援会各種行事

令和４年度

令和４年度

令和３年度

令和４年４月１日から令和５年３月３１日

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

令和３年

令和４年度

４６６,７４０ ４６６,７４０ ０

２,１００,０００ １,６１６,０００ △４８４,０００

４１０,０００ 　　　　　　０ △４１０,０００

２００,０００ ２００,０００ ０

５０,０００ 　　　　０ △５０,０００

３,２２６,７４０ ２,２８２,７４０ △９４４,０００

１,３００,０００ １,３００,０００ ０

７４０,０００ １００,０００ △６４０,０００

２００,０００ １３７,９４０ △６２,０６０

１５０,０００ １２２,７９２ △２７,２０８

３５,０００ ２８,６８５ △６,３１５

８０１,７４０ ０ △８０１,７４０

３,２２６,７４０ １,６８９,４１７ △１,５３７,３２３

５９３,３２３ ４６６,７４０ １２６,５８３

個人会員

法人会員

個人会員

法人会員　

総会・激励会表賀　

ラグビー部への補助　（男子・女子）

会報製作・印刷代

通信費、事務用品購入等

郵便振込

（２５０件×＠３,０００）　 ７５０,０００

（１３５件×＠１０,０００）　 １,３５０,０００

第１回運営委員会：（２０名×＠３,０００） ６０,０００

第２回運営委員会：（２０名×＠３,０００） ６０,０００

激励会：（４５名×＠５,０００） ２２５,０００

合宿激励ツアー：（２５名×＠５,０００） １２５,０００

会報ｖｏｌ.１８

郵送料

ラグビー部への補助（男子：１,１００,０００　　女子：２００,０００）

事務局現金残高　４３１,７６７ 振替口座残高　１６１,５５６

第１回運営委員会

第２回運営委員会　　　　　　　　

合宿激励ツアー　　　　　　　　　　　　 激励会　　　　　　　　　　　

大学女子７人制ラグビーフットボール交流大会への支援　

２０３件

８８件

６７３,０００

　９４３,０００

２,２８２,７４０ １,６８９,４１７ ５９３,３２３

２,１００,０００ ２,１００,０００ ０

４７０,０００ ４１０,０００ 　　　　６０,０００

２００,０００ ２００,０００ ０

５０,０００ ５０,０００ ０

３,４１３,３２３ ３,２２６,７４０ １８６,５８３

３,４１３,３２３ ３,２２６,７４０ １８６,５８３

１,３００,０００ １,３００,０００ ０

９３０,０００ ７４０,０００ １９０,０００

７９８,３２３ ８０１,７４０ △３,４１７

１５０,０００ １５０,０００ ０

３５,０００ ３５,０００ ０

個人会員 ２０３件（令和２年度　２１７件）

法人会員 ８８件（令和２年度　　９８件）

１．ラグビー部への補助
２．リーグ戦等試合の応援
３．合宿激励ツアー・激励会の開催

・合宿激励ツアー　８月２４日（水）　於　菅原平原
・激励会

４．地域におけるラグビーの普及推進
５．大学女子７人制ラグビーフットボール交流大会への支援
６．後援会会報の発行
７．新規会員の増強
８．その他

ＦＲＯＭ ＣＯＡＣＨＥＳ

目標は大学選手権出場！

９０,０００

９０,０００

３５０,０００３００,０００　／

１００,０００

春シーズンは、 ２月からＳ＆Ｃトレーニングに取り組

み、 ５月から練習試合を開始し、 チームの強化に励

みました。 春季大会では、 ２位という結果に終わり、

課題と成果を得ることができました。 秋のリーグ戦に

向けて、 今一度体づくりに重点を置き、 どんな相手

にも圧倒できるフィジカルを目指し、 日々の練習に取

り組んでおります。 今シーズンは、 大学選手権出場

を目指して部員、 スタッフ一同一生懸命取り組んで

いきます。

立正大学ラグビー部後援会

Ｆａｃｅｂｏｏｋのフォローをお願いします！

令和２年度より立正大学ラグビー部

後援会Ｆａｃｅｂｏｏｋ開設し、 公式戦

情報を中心にアップしています。

ＱＲコードよりアクセスの上、 ご確認

下さい。

皆さまのページフォローをよろしくお

願いいたします！

いざ、世界へ挑戦！
７人制については、 ５月６月の太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ、 ７月の

大学女子交流大会を目標に身体つくりを主にトレーニングに取り組んでまい

りました。太陽生命ウィメンズセブンズシリーズは社会人選手と参加し６位、

７月に本学にて開催された大学女子交流大会は大学生単独で挑戦し４位

という結果でした。少しずつではありますが、 コロナ禍前の活動ができてきて

いる状況の中で全部員が一つの目標に向かって努力してきました。また、

今年度は日本を代表する選手として、 １５人制ワールドカップ、 ７人制ワー

ルドカップと立正大学から世界へ挑戦する学生もおります。皆様からのご支

援、ご声援よろしくお願いいたします。

ラグビー部女子　Ｓ＆Ｃコーチ
名前：折笠　章太
出身地：埼玉県
出身校：帝京平成大学
資格：ＪＡＴＩ認定トレーニング指導者
          日本スポーツ協会公認 アスレティックトレーナー
後援会の皆様からいただく暖かいご支援に、熱い応援に心より感謝申し上げます。S&C
コーチとして選手の身体の強化、コンディショニング、怪我予防を主に担当させていた
だいております。部の目標の一つでもあります「立正大学の学生として世界に挑戦する
選手の育成」に少しでも貢献し、私自身も選手と一緒に成長できるよう励んでまいりま
す。今後も皆様からの変わらぬ熱い応援をお願い致します。

ラグビー部男子　コーチ
名前：菅原　久平
出身地：秋田県
出身校・チーム：秋田県立秋田工業高等高校 
→ 立正大学 ( 立正大学大学院 )→ 現 八雲学園中学校高等学校 副校長
後援会の皆様、日頃より力強いご支援をいただき誠にありがとうございます。心より感
謝申し上げます。お陰様で 2022 年度シーズンは８年ぶりに戦いの場を１部リーグに戻
すこととなりました。近年はリーグ戦グループに所属する各チームの実力が拮抗して
おり、１部復帰即上位進出のチャンスも十分にあると考えています。大学選手権を明確
なターゲットにして取り組む学生たちに、引き続きのお力添えを賜りますようお願い
申し上げます。

第１回運営委員会開催
※書面審議

（総会に向けて）
月６  ２９日（火）

（対　専修大学）
５３ ４７〇 -
１部昇格

１部・２部入替戦応援
月１２  １１日（土）

会員証・会報発行月８  ３０日（月）

４８ ２２〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　拓殖大学）月９  １８日（土）

５３ ７〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　国学院大学）月９  ２６日（日）

７５ １０〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　国士舘大学）月１０  １０日（日）

８０ ２６〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　朝鮮大学校）月１０  １７日（日）

１９ ７〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　山梨学院大学）月１０  ３１日（日）

３１ ２６〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　東洋大学）月１１  １４日（日）

４５ ７〇 -
２部リーグ戦公式戦応援
（対　白鷗大学）月１１  ２８日（日）

役員会・総会
※書面審議月７  ２７日（火）

令和４年度新入部員

ＰＲ

ＰＲ/ＨＯ

ＬＯ/ＮＯ８

ＦＬ/ＮＯ８

ＳＨ

ＬＯ

ＦＬ

多田　翔一朗 御所実業
國松　明拓 御所実業
上野　颯也 深谷

南澤　修斗 湘南工科附属
馬越　涼 大分東明
井上　寿裕 御所実業

井川　桃大朗 東福岡
奥山　寿孝 日川
田中　悠功 和歌山工業

山口　蒼太 東福岡

園村　音羽 京都成章
向井　楓葉 京都成章
農山　紗叶 石見智翠館
宮波　ひなの 四日市ﾒﾘﾉｰﾙ

永山　風桜 石見智翠館

　　　　　　　　　　　　　　　 公式戦日程１部

令和４年度

９

９

１０

１０

１０

１１

１１

月

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

日

(日）

(土)

(土）

(日)

(日)

(日)

(日)

１１

２４

１

１６

３０

１３

２７

１５：００

１５：００

１３：００

１１：３０

１３：００

１４：００

１１：３０

日本大学

東海大学

関東学院大学

大東文化大学

法政大学

流通経済大学

東洋大学

熊谷ラグビー場

熊谷ラグビー場

小田原市城山競技場 

セナリオハウスフィールド三郷

セナリオハウスフィールド三郷

足利ガスグラウンド(旧陸上競技場)

江戸川区陸上競技場 

９

１０

１１

１１

月

月

月

月

月

日

日

日

日

(日)

(日)

(日)

(日)

１８

２３

６

２０

１２：００

１２：００

１２：００

１２：００

東洋大学

関東学院大学

大東文化大学

中央大学

東洋大学Ｇ

関東学院大学Ｇ

立正大学Ｇ

立正大学Ｇ

※試合会場、日程は変更になる可能性があります。

※試合会場、日程は変更になる可能性があります。

女

３

ＷＴＢ

ＳＯ

ＣＴＢ

ＣＢＴ/ＦＬ

ＷＢＴ/ＦＢ

ＷＴＢ

桐原　笙銀 熊本西
進藤　虎河 東福岡

ﾌﾙｯｸｽ・ﾊｲﾝﾘｯﾋ ｼ゙ ｭｸ゙ ﾗﾝﾄ゙

内田　彩紫 筑紫
楢岡　大輝 秋田工業
井村　柊太 東福岡

鈴木　太登 尾道
林　二刀流 大島
前川　幹太 福岡工業

ＳＨ 真田　晃守 尾道
ＣＴＢ/ＦＢ

ＷＴＢ/ＦＢ

ＦＬ

ＳＨ

山田　雄己 湘南工科附属
角田　洸晟 中標津

今年も２８名の精鋭が、立正大学ラグビー部の門を叩きました。
応援、宜しくお願いいたします！

ＦＢ/ＳＯ 川添　道 日本航空石川

ＳＨ/ＳＯ

ＳＯ/ＦＢ

ＣＴＢ

勝敗 スコア 対戦相手日程

４／２４

５／　８

５／２２

６／　４

立正大学 東洋大学● ２２  ２９

立正大学 立教大学○ ４１  １７

立正大学 青山学院大学〇 ２１ ０

立正大学 中央大学〇 ６８ １４

６／１９ 〇 立正大学 成蹊大学７１ ２１

立正大学は３勝１敗でＣグループ２位で終了

関東大学春季交流戦大会試合結果

令和４年度関東大学リーグ戦

熊谷ラグビー場へ応援に行こう！　

※全試合有料試合となります。
　 チケット詳細は関東ラグビーフットボール協会ホームページをご確認ください。


